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市
・
県
民
税
の
申
告

　

平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
小
千

谷
市
に
住
所
が
あ
る
方
は
、
原
則

と
し
て
市
・
県
民
税
を
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
申
告
が
必
要
と
思
わ

　

税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

�

市
・
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
受
付
は
２
月
18
日
㈪
～
３
月
17
日
㈪

●
市
・
県
民
税
の
お
問
い
合
わ
せ
は
市
税
務
課
へ
�
83
・

３
５
０
８

●
所
得
税
の
お
問
い
合
わ
せ
は
小
千
谷
税
務
署
へ
�
83
・

２
０
９
３

　

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

れ
る
方
に
市
・
県
民
税
申
告
書
を

郵
送
し
ま
す
が
、
お
手
元
に
申
告

書
が
届
い
た
方
で
も
、
次
の
方
は

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

②
平
成
19
年
中
の
収
入
が
1
か
所

か
ら
の
給
与
の
み
で
、
勤
務
先
で

年
末
調
整
を
受
け
、
勤
務
先
か
ら

市
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提

出
さ
れ
て
い
る
方

③
平
成
19
年
中
の
収
入
が
公
的
年

金
収
入
の
み
で
、
社
会
保
険
料
・

生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除
を
受
け

る
必
要
の
な
い
方

所
得
税
の
確
定
申
告

●
事
業
収
入
や
不
動
産
収
入
の
あ

る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

な
ど
で
、
平
成
19
年
中
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る
方

●
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
年
収

が
2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

●
給
与
を
1
か
所
か
ら
受
け
て
い

て
、年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
が
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
方

●
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
方
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
収
入
額
と
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
額

の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

※土・日曜日は除きます。
※市・県民税申告書は、支所・連絡所にも提出できます。なお、連絡所で
　の申告出張相談は行いません。

会　場 期　日 時　間
市役所大会議室（4階）2月18日㈪～ 22日㈮

午前8時30分～午後5時
市役所税務課（2階） 2月25日㈪～ 3月17日㈪

片貝総合センター 2月29日㈮ 午前9時～正午
午後1時～ 4時

会　場 期　日 時　間
サンプラザ
第2・3ホール 2月18日㈪～ 3月17日㈪ 午前9時～午後4時

小千谷税務署による確定申告の受付日程

市・県民税申告相談日程

※期間中は、小千谷税務署での確定申告の相談は行っていませんのでご注
　意ください。

お願い：2月29日㈮は税務課職員が片貝地区で受付を行うため、市役所で
申告される方は申告日を変えていただくなど、ご理解とご協力をお願いし
ます。



�    市報おぢや � 月号

　

平
成
19
年
中
に
支
払
っ
た
以
下

の
保
険
料
（
税
）
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、
い
ず
れ

も
申
告
が
必
要
で
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
の
添
付
ま

た
は
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

証
明
書
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

保
険
料
支
払
者
に
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

再
発
行
は
長
岡
社
会
保
険
事
務

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
住
所
／
長
岡
市
台
町
２
︲
９
︲
17

　

�
36
・
５
１
４
１

○
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

　

険
料

　

平
成
19
年
中
に
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

を
納
付
い
た
だ
い
た
方
（
世
帯
）

に
は
、
1
月
下
旬
に
「
平
成
19
年

分
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
の
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」
を
送

付
し
ま
し
た
。
申
告
時
の
参
考
資

料
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
介
護
保
険
料
（
特
別
徴
収
分
）

に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
本
人

以
外
は
控
除
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

保
険
料
（

税
）

も
所
得
控
除
に

自
書
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

確
定
申
告
は
、
職
員
は
相
談

に
は
応
じ
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

に
ご
自
分
で
計
算
し
、
記
入
し

て
い
た
だ
く
「
集
合
指
導
」
を

中
心
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
待

ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
に

も
、
で
き
る
限
り
自
宅
で
記
入

し
て
き
て
下
さ
い
。

　

市
・
県
民
税
申
告
書
も
、
記

入
要
領
を
参
考
に
自
書
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

①65歳以上の方のうち、介護保険
の要介護１以上の認定を受けられた
方・身体障がい者などに準ずると認
められた方は、障害者（又は特別障
害者）控除の対象となることができ
ます。障害者控除の申告をされる場
合は、高齢福祉課が交付する「障害
者控除対象者認定書」が必要です。
②寝たきりの方でおむつを使用されている場合は、医療費
控除の対象となる場合があります。この申告をされる場合
は医師による「おむつ使用証明書」、または高齢福祉課が
交付する「おむつ代に係る医療費控除の証明事項確認書」
が必要となりますので、高齢福祉課にお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ／高齢福祉課�83-4060

要介護者も「認定書」「確認書」で
障害者控除・医療費控除の対象に

●印鑑・筆記用具・電卓
●源泉徴収票
●申告者本人の口座番号のわかるもの
●各種控除に必要な証明書・領収
　書（年末調整で控除していない
　社会保険料などの支払がわかる
　書類、生命保険・損害保険支払
　証明書、集計済みの医療費領収
　書など）
●その他必要書類

申告にお持ちいただくもの

　国税庁ホームページ「所得税の確定申告書作成コーナー」
で作成した申告書は税務署へ提出できます。

　ホームページアドレス　　http://www.nta.go.jp

国税庁ホームページをご利用ください



�

財政状況の公表

こ
こ
ま
で
執
行
し
ま
し
た
平
成
19
年
度
の
予
算

み
な
さ
ん
に
、
小
千
谷
市
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
２
月
と
８
月
に
「
財
政
状
況
」
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
19
年
度
予
算
の
12
月
末
現
在
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
算
は
、

当
初
1
6
1
億
2
0
0
0
万
円
で

し
た
。
そ
の
後
、
12
億
3
7
2
4

万
8
0
0
0
円
を
増
額
補
正
し
、

平
成
18
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費

6
億
4
0
9
0
万
1
0
0
0
円
と

合
わ
せ
、
12
月
末
で
1
7
9
億
9

8
1
4
万
9
0
0
0
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。
繰
越
事
業
費
6
億
4
0

9
0
万
1
0
0
0
円
の
う
ち
6
億

5
2
2
万
5
0
0
0
円
は
、
平
成

18
年
度
中
に
事
業
を
完
了
で
き
な

か
っ
た
農
林
水
産
施
設
の
災
害
復

旧
事
業
1
億
8
1
0
0
万
1
0
0

0
円
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
事

業
1
億
2
0
0
0
万
円
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
1
億
1
9
2
0

万
円
が
主
な
事
業
で
す
。
ま
た
、

3
5
6
7
万
6
0
0
0
円
は
、
道

路
の
災
害
復
旧
工
事
な
ど
で
、
平

成
17
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
に
繰

り
越
し
、
平
成
18
年
度
中
に
事
業

を
完
了
す
る
見
込
み
で
し
た
が
、

他
の
工
事
の
影
響
に
よ
り
完
了
で

き
ず
、
さ
ら
に
平
成
19
年
度
に
繰

越
を
し
た
も
の
で
す
。

　

歳
入
予
算
の
う
ち
市
税
は
58
億

1
7
3
9
万
8
0
0
0
円
（
構
成

比
32
・
3
％
）
で
す
が
、
12
月
末

の
収
入
済
額
は
50
億
1
8
2
8

万
9
0
0
0
円
で
、
予
算
に
対
す

る
収
入
比
率
は
86
・
３
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
財
源
は
順
調
に
収
入
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
国
や
県
か
ら
の
負
担

金
・
補
助
金
は
対
象
と
な
る
事
業

の
実
績
に
よ
る
精
算
交
付
が
原
則

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
12
月
末

現
在
の
収
入
比
率
は
国
庫
支
出
金

で
24
・
7
％
、
県
支
出
金
で
23
・

4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
対
象
事
業
が
完
了
す
る
こ
と
に
よ

り
順
次
収
入
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
1
0

6
億
9
7
3
0
万
円
が
支
出
さ

れ
、予
算
に
対
す
る
執
行
比
率
は
、

59
・
4
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
ご
と
の
予
算

額
や
執
行
額
、
特
別
会
計
、
企
業
会

計
、
広
域
事
務
組
合
会
計
に
つ
い
て

は
左
上
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
で
対
応
し
た
事
業

　

予
算
は
、
そ
の
年
の
施
策
を
定

め
た
も
の
で
す
が
、
社
会
情
勢
の

変
化
や
災
害
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
市
で
は
補
正
予
算
を
組
ん
で
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
ま
で
に
増
額
補
正
し
た
予

算
額
は
合
計
12
億
3
7
2
4
万
8

0
0
0
円
で
す
。

　

主
な
も
の
は
中
越
沖
地
震
な
ど

に
よ
る
災
害
復
旧
費
2
億
1
1
6

0
万
1
0
0
0
円
、
市
債
の
繰
上

償
還
に
充
て
た
1
億
7
9
0
8
万

2
0
0
0
円
、
道
路
の
維
持
修

繕
、
改
良
事
業
費
と
し
て
補
正
し

た
1
億
8
3
1
9
万
8
0
0
0
円

で
す
。

計
画
的
な
財
政
運
用

　

地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
、
市

の
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後

も
限
ら
れ
た
予
算
を
計
画
的
、
効

率
的
に
執
行
し
て
い
き
ま
す
。

区　分 予算額 収入済額 収入割合

市税 5,817,398 5,018,289 86.3%

地方交付税 3,633,995 3,346,756 92.1%

繰越金 1,323,871 1,323,872 100.0%

市債 1,310,000 0 0.0%

諸収入 1,301,004 103,485 8.0%

県支出金 1,223,999 286,890 23.4%

繰入金 1,067,900 0 0.0%

国庫支出金 1,024,338 253,071 24.7%

地方消費税交付金 410,000 307,732 75.1%

分担金及び負担金 242,051 168,945 69.8%

地方譲与税 196,100 137,960 70.4%

地方特例交付金 29,453 29,453 100.0%

その他 418,040 272,857 65.3%

歳入合計 17,998,149 11,249,310 62.5%

一般会計歳入予算執行状況
　（繰越事業分を含む）　　　　（単位：千円）

一般会計歳入予算執行状況
　（繰越事業分を含む）



�    市報おぢや２月号

　

平
成
18
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
資
金

収
支
計
算
書
を
企
画
財
政
課
窓

口
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

　

予
算
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
財
政
課

　

�
83
・
3
5
0
7

…
用
語
の
解
説
…

【
歳　

入
】

□
国
・
県
支
出
金

　

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　

で
、
そ
の
使
い
道
が
決
め
ら
れ

　

て
い
る
も
の
で
す
。

□
地
方
交
付
税

　

地
方
公
共
団
体
が
一
定
水
準
の

　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

　

そ
の
使
い
道
は
、
地
方
公
共
団

　

体
が
独
自
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

□
市
債

　

事
業
を
行
う
の
に
必
要
な
お
金

　

を
借
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

□
繰
越
金

　

前
年
度
の
決
算
で
出
た
黒
字

　

や
、
前
年
度
の
決
算
に
お
い
て

　

あ
ら
か
じ
め
使
い
道
が
決
ま
っ

　

て
い
る
お
金
で
す
。

□
繰
入
金

　

事
業
を
行
う
た
め
必
要
な
お
金

　

を
、
基
金
な
ど
を
取
り
崩
し
て

　

一
般
会
計
の
財
源
と
す
る
も
の

　

で
す
。

□
地
方
譲
与
税

　

国
が
徴
収
し
た
税
金
の
内
、
一

　

定
の
基
準
で
地
方
自
治
体
に
譲

　

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

□
地
方
消
費
税
交
付
金

　

み
な
さ
ん
が
支
払
っ
た
消
費
税

　

の
内
、
一
定
の
基
準
で
市
に
交

　

付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

□
分
担
金
及
び
負
担
金

　

特
定
の
事
業
に
使
用
す
る
経
費

　

を
受
益
者
か
ら
徴
収
す
る
も
の

　

で
す
。

□
地
方
特
例
交
付
金

　

恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
財
源
不

　

足
を
補
う
た
め
に
、
国
か
ら
交

　

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
歳　

出
】

□
公
債
費

　

市
債
を
発
行
し
た
と
き
に
決
め

　

ら
れ
た
条
件
に
よ
っ
て
、
元
金

　

の
返
済
や
利
子
の
支
払
い
に
使

　

用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

区　分 予算額 支出済額 支出割合

民生費 3,824,464 2,418,548 63.2%

総務費 2,766,821 1,105,669 40.0%

土木費 2,498,029 1,507,623 60.4%

公債費 1,937,845 1,059,059 54.7%

教育費 1,760,462 1,150,966 65.4%

衛生費 1,540,285 1,064,687 69.1%

商工費 1,062,575 885,035 83.3%

農林水産業費 878,272 587,706 66.9%

災害復旧費 675,132 306,767 45.4%

消防費 658,542 456,751 69.4%

議会費 152,246 121,190 79.6%

労働費 89,017 33,295 37.4%

その他 154,459 0 0.0%

歳出合計 17,998,149 10,697,296 59.4%

一般会計歳出予算執行状況
　（繰越事業分を含む）　　　　（単位：千円）

特別会計名 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

国民健康保険 3,741,552 2,420,801 64.7% 2,521,406 67.4%

老人保健 4,466,124 2,752,002 61.6% 2,764,870 61.9%

下水道 2,905,674 1,286,529 44.3% 1,217,668 41.9%

農業集落排水事業 678,222 203,997 30.1% 236,602 34.9%

地域間交流センター 340,234 167,034 49.1% 183,363 53.9%

介護保険 3,128,906 2,185,716 69.9% 1,878,211 60.0%

宅地造成事業 71,372 42,678 59.8% 3,506 4.9%

特別会計歳出予算執行状況（繰越事業分を含む）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

衛　生　分 1,062,972 811,105 76.3％ 578,737 54.4％

消　防　分 598,301 455,085 76.1％ 405,271 67.7％

小千谷地域広域事務組合予算執行状況（繰越事業分を含む）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 収入予算額 収入済額 収入割合 支出予算額 支出済額 支出割合

ガス事業 1,633,802 899,629 55.1％ 2,124,807 884,504 41.6％

水道事業 1,058,767 587,105 55.5％ 1,368,056 461,936 33.8％

工業用水道事業 321,338 241,325 75.1％ 393,990 137,124 34.8％

合　計 3,013,907 1,728,059 57.3％ 3,886,853 1,483,564 38.2％

企業会計予算執行状況（繰越事業分を含む）　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

一般会計歳出予算執行状況
　（繰越事業分を含む）
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■
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間
／
平
成

19
年
12
月
3
日
㈪
～
25
日
㈫

■
実
施
場
所
／
市
役
所
各
課
窓
口
、

商
工
観
光
課
、
市
民
会
館
、
図
書

館
、
総
合
体
育
館
、
健
康
セ
ン

タ
ー
、
ガ
ス
水
道
局
、
下
水
道
課
、

消
防
署

■
回
答
者
総
数
／
7
4
8
人

【
内
訳
】

「
市
職
員
の
接
遇
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
よ
り
よ
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
「
市
職
員
の
接
遇
な
ど
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
に
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た

　

ご
意
見
の
中
か
ら　

・
市
民
の
目
線
に
な
っ
て
接
遇
す

　

る
気
持
ち
が
も
う
少
し
欲
し

　

い
気
が
し
ま
す
。　
　
　
　
　

・
迅
速
に
動
い
て
く
れ
て
は
い
る

　

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
る
た
め

　

に
早
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

普
段
は
、
も
っ
と
遅
い
こ
と
が

　

あ
る
。

・
誰
に
声
を
か
け
て
い
い
か
分
か

　

り
に
く
い
。

・
ま
わ
り
に
多
く
人
が
い
る
と
こ

　

ろ
で
の
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
事

　

柄
の
相
談
に
配
慮
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

・
何
人
に
対
し
て
も
親
切
丁
寧
に

　

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
あ
い
さ
つ
、
声
が
小
さ
い
。

　

明
る
さ
が
な
い
。

・
サ
ー
ビ
ス
業
の
認
識
が
な
い
人

　

が
い
る
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
全
般
を

　

通
じ
て

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
の
は
、
窓
口
に
来
ら

れ
た
方
の
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、

窓
口
に
お
け
る
全
体
の
評
価
と

し
て
、
半
数
以
上
の
方
に
満
足
い

た
だ
い
て
い
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
み
る
と
、
ま
だ

ま
だ
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
、
職
員
研
修
な
ど
を
行
い
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
真
心
の
こ
も
っ

た
応
対
を
心
掛
け
、
さ
ら
な
る
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
と
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
課
長　

回
答
場
所

回
答
者
数

市
役
所

5
5
8
人

市
民
会
館

13
人

図
書
館

55
人

総
合
体
育
館

42
人

健
康
セ
ン
タ
ー

52
人

ガ
ス
水
道
局

4
人

下
水
道
課

6
人

消
防
署

18
人

■
問
い
合
わ
せ
／

　

総
務
課
職
員
係

　

�
83
・
3
5
0
6



市職員の接遇アンケート結果
⑴服装やみだしなみに
　ついて

⑵言葉づかいについて

⑶親切・丁寧さについて

⑷迅速さについて

⑸業務（相談など）に対する
　説明について

⑹総合的に見た職員の
　応対について

良い

まあまあ良い
12.6％

良い

良い

良い

良い

良い

まあまあ良い
11.0％

まあまあ良い
10.3％

まあまあ良い
9.5％

まあまあ良い

まあまあ良い
16.4％

72.6％

78.7％

11.4％

78.7％

73.1％

68.9％

68.9％

ふつう
15.4％

ふつう
11.4％

ふつう
11.6％

ふつう
12.0％

ふつう
10.2％

ふつう
10.3％

やや悪い
0.1％

やや悪い
0.5％

やや悪い
0.7％

やや悪い
0.7％

やや悪い
0.7％

やや悪い
0.8％

悪い
0.1％

悪い
0.1％

悪い
0.1％

悪い
0.1％

無回答
0.8％

無回答
0.8％

無回答
0.8％

無回答
2.3％

無回答
6.1％

無回答
1.9％

�    市報おぢや � 月号



1倍

5.1 倍 5.8 倍

35.8 倍

心
疾
患
発
症
の
危
険
度

シリーズ『特定健康診査・特定保健指導』②

内
臓
脂
肪
が
病
気
へ
の
入
り
口
だ
っ
た
！？

　

今
ま
で
の
健
診
で
は
病
気
ご
と
（
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
脂

質
異
常
症
な
ど
）
の
早
期
発
見
と
治
療
を
目
的
と
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
は
内
臓
脂
肪
に
加
え
、

高
血
圧
や
高
血
糖
、
脂
質
異
常
と
い
う
危
険
因
子
が
重
な
る
こ
と

で
動
脈
硬
化
が
進
み
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
発
病
に
つ
な
が

り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

小
千
谷
市
で
は
・
・
・

　

20
代
か
ら
50
代
の
働
き
盛
り
の
男
性
と
60

代
か
ら
74
歳
ま
で
の
女
性
に
お
い
て
、
特
に

BM
I

（
肥
満
度
）
25
以
上
の
割
合
が
高
く
、

基
本
健
康
診
査
を
受
け
る
人
の
約
4
人
に
１

人
は
肥
満
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

危険因子の保有数
資料：労働省関連疾患総合対策研究班調査　Nakamura et al.jpn Cric J,65:11,2001

●肥満　　●脂質異常
●高血圧　●高血糖

危険因子

メタボリックシンドローム
になると心疾患の発症リスクが

約 36 倍に！

平成18年度市基本健診結果（BMI 25以上）

カ
ラ
ダ
ヲ
マ
モ
レ

☟
注目 !!

【図 1】

�

シ
リ
ー
ズ
『
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
』
②

　
　

平
成
20
年
4
月
か
ら
、
今
ま
で
の
基
本
健
康
診
査
に
か
わ
り

　
「
特
定
健
康
診
査･
特
定
保
健
指
導
」
が
始
ま
り
ま
す
。

（内臓脂肪症候群）
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カラダヲマモレ

実
施
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
備
群
を
見
つ
け
、
検
査
結
果
に
よ
り
本
人

に
適
し
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

本
人
に
適
し
た
保
健
指
導
に
重
点

　

特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
結
果
に
よ
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
と
問

診
に
よ
る
生
活
習
慣
の
内
容
か
ら
「
情
報
提

供
」「
動
機
づ
け
支
援
」「
積
極
的
支
援
」
の

3
段
階
に
分
け
ら
れ
、
医
師
や
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
と
い
っ
た
専
門
家
か
ら
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
、
自
ら
生
活
習
慣
の
改
善
に

取
り
組
む
よ
う
指
導
し
ま
す
。

■
情
報
提
供

　

健
診
結
果
か
ら
今
の
健
康
状
態
を
把
握
し

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
生
活
習
慣
の
見

直
し
や
改
善
の
き
っ
か
け
に
な
る
情
報
が
提

供
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
健
診
受
診
者
全
員
に

提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
動
機
づ
け
支
援

　

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
に
自
ら
が
目

標
を
設
定
し
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
積
極
的
支
援

　

健
診
結
果
の
改
善
に
向
け
て
、
自
ら
が
設

定
し
た
目
標
や
行
動
計
画
を
継
続
的
に
実
行

で
き
る
よ
う
な
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け

な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
は
、
医
療

保
険
者
ご
と
の
特
定
健
診
実
施
率
、
特
定
保

健
指
導
実
施
率
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
該
当
者
と
予
備
群
の
減
少
率
に
応
じ

て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
平
成
20
年
度
創

設
）
へ
の
支
援
金
に
加
算
・
減
算
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
保
険
料

が
高
く
な
っ
た
り
、
他
の
保
健
事
業
に
も
影

響
が
で
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

○
40
歳
か
ら
74
歳
以
外
の
方
の
健
康

診
査

　

特
定
健
診
に
該
当
し
な
い
40
歳
未
満
、
75

歳
以
上
の
方
へ
は
今
ま
で
ど
お
り
市
で
特
定

健
診
に
準
じ
た
健
診
を
行
い
ま
す
。
職
場
や

学
校
、
医
療
機
関
な
ど
で
検
査
を
受
け
る
機

会
の
な
い
方
は
、
年
に
1
回
健
診
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
／

健
康
セ
ン
タ
ー
�
83
・
3
6
4
0

＋

平成18年度BMI 25以上該当者リスク構成 小
千
谷
市
で
は
・
・
・

　

BM
I

25
以
上
の
方
の
う
ち
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
（
リ
ス
ク
）
を

１
つ
以
上
も
つ
割
合
は
80
％
以
上
で
あ
り
、

特
定
保
健
指
導
に
お
け
る
動
機
づ
け
支
援
、

積
極
的
支
援
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
・
・
・

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
・

予
備
群
が
増
え
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
発
症

し
、
医
療
費
や
介
護
保
険
料
ま
で
増
え
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
健
診
・
保
健
指
導
で

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防

　

特
定
健
康
診
査
（
以
下
特
定
健
診
）・
特

定
保
健
指
導
で
は
、
み
な
さ
ん
が
加
入
し
て

い
る
各
健
康
保
険
の
『
医
療
保
険
者
』
が
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
全
員
に
特
定
健
診
を

％

■リスク数 4　■リスク数 3　■リスク数 2　■リスク数 1　■リスク数 0

①高 血 糖
　空腹時血糖 100㎎／㎗以上
　またはヘモグロビン A1c　5.2％以上
②脂質異常
　中性脂肪 150㎎／㎗以上
　または HDL コレステロール 40㎎／㎗以下
③高 血 圧
　収縮期血圧 130mmHg 以上
　または拡張期血圧 85mmHg 以上
④喫煙習慣がある

特定保健指導対象者基準
腹囲
　男性 85cm 以上
　女性 90cm 以上
　または BMI25 以上
　【BMI ＝体重 (kg) ÷身長 (m) ÷身長 (m)】

☟
チェック !!
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あ
な
た
の
出
す
ご
み　

減
ら
せ
ま
せ
ん
か
？

　
��　

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

小
千
谷
地
域
広
域
事
務
組
合
が

行
う
ご
み
処
理
の
負
担
金
は
、
小

千
谷
市
と
川
口
町
か
ら
持
ち
込
ま

れ
る
ご
み
の
量
の
割
合
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
小
千
谷
市
と

川
口
町
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ご

み
の
量
の
割
合
は
、
約
88
％
が
小

千
谷
市
の
ご
み
の
量
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

負
担
金
は
ご
み
処
理
に
必
要
な

費
用
か
ら
、
事
業
所
か
ら
出
さ
れ

た
一
般
ご
み
の
処
理
に
係
る
料
金

収
入
と
資
源
ご
み
の
売
り
払
い
収

入
な
ど
を
差
し
引
い
て
決
め
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
処
理
に
は
負
担
金

の
ほ
か
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
か
ら
ご
み
を
回
収
す
る
費
用
も

必
要
で
す
。

　

ご
み
処
理
に
要
す
る
費
用
は
、

ご
み
の
量
が
減
る
ほ
ど
少
な
く
な

り
ま
す
。

ご
み
を
減
量
す
る
に
は

◎
過
剰
包
装
を
断
る
な
ど
ご
み
と

な
る
も
の
を
ふ
や
さ
な
い
よ
う
に

に
し
ま
し
ょ
う
。（
リ
デ
ユ
ー
ス
）

◎
繰
り
返
し
使
っ
た
り
、
詰
め

替
え
で
き
る
商
品
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。（
リ
ユ
ー
ス
）

◎
使
え
な
く
な
っ
た
も
の
を
分

別
し
て
、
新
し
い
資
源
に
し
ま

し
ょ
う
。（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

一
人
ひ
と
り
の
ご
み
の
減
量

へ
の
取
組
み
が
大
き
な
成
果
を

上
げ
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
の
お
願
い

　

分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、

ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
な
い
ご
み
が
出
さ
れ
た
場

合
、
適
正
な
処
理
が
で
き
な
い
た

め
回
収
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
ご

み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
置

か
れ
た
ま
ま
に
な
り
、
地
域
の
環

境
衛
生
上
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
み
を
出
す
場
合
は
、「
ご
み

の
出
し
方
の
注
意
事
項
」
を
守
っ

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

埋
立
地
を
永
く
使
う
た
め
に

　

木
津
地
内
に
あ
る
最
終
処
分
場

（
ク
リ
ー
ン
ス
ポ
ッ
ト
大
原
）
に

は
、
埋
立
て
ご
み
、
粗
大
ご
み
の

ほ
か
、
燃
や
す
ご
み
を
焼
却
し
た

後
に
残
る
灰
な
ど
を
埋
立
て
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
埋
立

て
ご
み
の
上
に
土
を
か
ぶ
せ
る
な

ど
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。平
成
18
年
度
の
埋
立
て
量
は
、

前
年
度
に
比
較
し
て
減
少
し
た
も

の
の
、
依
然
多
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

埋
立
て
処
分
場
の
建
設
に
は
、

多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
私

た
ち
の
大
切
な
埋
め
立
て
処
分

場
を
永
く
使
用
す
る
た
め
、
い

ま
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

の
減
量
化
に
取
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

小
千
谷
市
の
ご
み
処
理
は
、
川
口
町
と
一
緒
に
構
成
し
て
い
る
小
千
谷
地
域
広
域
事
務
組
合
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
組
合
は
小
千
谷
市
と
川
口
町
か
ら
の
負
担
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

負
担
金
は
ご
み
の
量
が
減
る
ほ
ど
少
な
く
な
り
ま
す
。
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

集められた容器包装類（クリーンスポット大原）



レ
ジ
袋
の
削
減
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　

レ
ジ
袋
は
1
年
間
に
、
全
国

で
約
3
0
0
億
枚
（
一
人
一
日

約
1
枚
）
が
ご
み
に
な
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
千
谷

市
で
は
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
の

ご
み
袋
を
推
奨
し
て
お
り
、
レ
ジ

袋
が
ご
み
袋
と
し
て
再
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の

レ
ジ
袋
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
さ
な
レ
ジ
袋
は
、
そ
の
ま
ま

ご
み
と
し
て
出
し
て
は
い
ま
せ

ん
か
。

　

マ
イ
バ
ッ
ク
な
ど
の
買
い
物
袋

を
持
参
す
れ
ば
、
レ
ジ
袋
は
い
り

ま
せ
ん
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、
資
源

を
無
駄
に
せ
ず
、
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
ク
を
利
用
す
る
と

　

レ
ジ
袋
を
一
枚
作
る
の
に
、
石

油
が
約
18
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
必
要
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
、
レ
ジ

袋
を
断
る
と
貴
重
な
資
源
の
消
費

抑
制
ば
か
り
で
な
く
、
ご
み
の
排

出
量
を
減
量
し
、
ご
み
処
理
費
用

の
縮
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

日
常
の
買
い
物
か
ら
ご
み
の
減

量
に
取
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

古
紙
類
の
分
別
収
集
が
4
月

か
ら
始
ま
り
ま
す

　

古
紙
類
（
新
聞
紙
、
雑
誌
、
チ

ラ
シ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
）
は
、
燃
や

す
ご
み
と
し
て
収
集
を
し
た
後
、

時
水
清
掃
工
場
で
焼
却
を
行
っ
て

い
ま
す
。
焼
却
さ
れ
た
後
の
灰
は

ク
リ
ー
ン
ス
ポ
ッ
ト
大
原
に
運
ば

れ
、埋
立
て
処
分
を
し
て
い
ま
す
。

　

古
紙
類
は
貴
重
な
資
源
で
あ

り
、
再
生
可
能
な
も
の
で
す
。
ま

た
、
こ
の
古
紙
類
を
分
別
収
集
す

る
こ
と
に
よ
り
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
埋
立
て
処
分

場
の
延
命
が
図
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
燃
や
す
ご
み

の
日
に
回
収
を
行
っ
て
い
ま
し
た

古
紙
類（
新
聞
紙
、雑
誌
、チ
ラ
シ
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
）
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
た
め
、
4
月
か
ら
収
集
曜
日
を

変
更
し
、
毎
月
1
回
分
別
収
集
を

行
い
ま
す
。
収
集
曜
日
は
、
3
月

に
各
ご
家
庭
に
お
配
り
す
る
「
ご

み
の
出
し
方
・
分
け
方
」
の
チ
ラ

シ
と
一
緒
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
取
組

ん
で
い
る
資
源
物
集
団
回
収
奨
励

金
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係　
　

　

�
83
・
3
5
0
9

11    市報おぢや２月号

ごみの減量にご協力を！

埋立て処分場
（クリーンスポット大原）

空き缶は圧縮されてリサイクルさ
れます（クリーンスポット大原）



1�

■
今
な
ぜ
広
告
な
の
か

　

市
で
は
平
成
18
年
11
月
に
「
行
政
改
革
大

綱
」
を
改
定
し
、
事
務
事
業
の
さ
ら
な
る
見

直
し
を
進
め
、
経
費
の
削
減
・
節
減
を
図
り

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、行
政
改
革
の
取
組
み
の
な
か
で
、

出
て
い
く
お
金
を
削
る
だ
け
で
な
く
、
創
意

工
夫
し
て
新
た
な
自
主
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
、
小
千
谷
市
を
除
く
19
市
の
う

ち
広
報
紙
で
8
市
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
15

市
が
広
告
の
掲
載
を
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
の
掲
載
に
は
「
自
主
財
源
の
確
保
」

の
ほ
か
「
企
業
活
動
の
振
興
」「
生
活
情
報

の
提
供
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
、
広
告
導
入
の
理
由
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

■
掲
載
で
き
る
広
告
と
で
き
な
い
広
告

　

市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
公
共
性
・
公

益
性
の
高
い
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
掲
載

す
る
広
告
の
内
容
が
適
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
「
広
告
掲
載
取
扱
要
綱
」「
広
告

掲
載
基
準
」
な
ど
を
定
め
、
掲
載
で
き
る
広

告
の
範
囲
や
内
容
を
判
断
し
ま
す
。

●
掲
載
で
き
な
い
広
告

　

▽
公
共
性
・
公
益
性
・
品
性
を
損
な
う
お

　
　

そ
れ
の
あ
る
も
の

　

▽
法
令
な
ど
に
違
反
し
、
ま
た
は
違
反
す

　
　

る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

　

▽
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正

　
　

化
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
に
規
定
す

　
　

る
営
業
に
関
す
る
も
の

　

▽
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
に
関
す
る
も
の

　

▽
特
定
の
意
見
の
主
張
・
意
見
広
告
に
関

　
　

す
る
も
の

　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
・
消
費
者
保
護
の

　
　

観
点
か
ら
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

　

▽
公
の
秩
序
・
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
お

　
　

そ
れ
の
あ
る
も
の

　

▽
そ
の
他
広
告
掲
載
を
す
る
こ
と
が
適
当

　
　

で
な
い
と
市
長
が
認
め
る
も
の　

■
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

市
内
全
戸
に
配
布
さ
れ
る
市
報
お
ぢ
や

は
、
毎
月
10
日
・
25
日
に
発
行
さ
れ
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
機
会
の
多
い
媒

体
で
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
広

く
全
世
界
に
情
報
を
発
信
で
き
る
媒
体
で

す
。
ど
ち
ら
も
高
い
宣
伝
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
告
掲
載
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
広
告
を
募
集
す
る
も
の
（
掲
載
開
始
）

　

▽
市
報
お
ぢ
や（
4
月
10
日
発
行
号
か
ら
）

　

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
4
月
1
日
か
ら
）

●
募
集
開
始

　

2
月
12
日
㈫
～

　

※
た
だ
し
、
市
報
お
ぢ
や
4
月
10
日
発
行

　
　

号
掲
載
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
4
月
1
日

　
　

掲
載
開
始
は
、
3
月
5
日
㈬
ま
で
に
申

　
　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
広
告
掲
載
料
な
ど

　

別
表
の
と
お
り
（
次
ペ
ー
ジ
）

●
申
し
込
み

　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
総
務
課

広
報
広
聴
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
要
綱

や
申
込
書
な
ど
は
、
総
務
課
で
閲
覧
・
お
渡

し
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（U

RL//
w
w
w
.city.ojiya.niigata.jp/

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
枠
数
を
超

え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
定
め
ら

れ
た
順
序
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
広
報
広
聴
係
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市
で
は
、
自
主
財
源
を
強
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

4
月
か
ら
、「
市
報
お
ぢ
や
」・「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
民
間
企
業
な
ど
の
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り

｢

市
報
お
ぢ
や｣

｢

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｣

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

有料広告を募集します
市報おぢや・市ホームページ



1�    市報おぢや � 月号

募集するもの 市報おぢや 市ホームページ 
 市内全世帯に配布

（毎月 10 日、25 日発行）
1 回の発行部数
13,550 部

トップページの月平均閲覧
者数
約 28,000 件

広告掲載料・ 1 枠当たり
1 回 1 万 5 千円

1 枠当たり
月額 1 万円

掲載期間 1 回単位
同一年度内で最長 24 回
まで

1 か月単位
同一年度内で最長 12 か月
まで

掲載位置・
枠数

・10 日 発 行「 ル ポ ＆
ニュース」内の最下段 4
枠（2 ページ分）
・25 日発行「お知らせ」
内の最下段 4 枠（2 ペー
ジ分）

トップページ下段
8 枠

広告の大きさ 縦 45.5 ｍｍ
横 82 ｍｍ

縦   60 ピクセル
横 120 ピクセル

刷色・形式
※広告の原稿
は、広告主が
作製

黒色 1 色 ＧＩＦ、ＪＰＥＧ形式
（アニメーション、ロール
オーバーなどは不可）で、
データ容量 4 ＫＢ以下

その他 枠に余裕のある場合は、
2 枠合併の掲載も可

（3 万円）
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まちの話題　RUPO&NEWS

小千谷小学校開校140周年

　日本で最初の公立小学校として創立された小千谷小
学校の開校 140周年記念式典が、10月 7日㈰同校講
堂で行われました。式典では、児童たちが交代でステー
ジに上がり、音楽や映像を交えながら、歌や踊り、明

スポーツの秋
～力走　池ヶ原クロスカントリー大会

　10月 14日㈰、秋晴れのもと旧池ヶ原小学校を会
場として、第 13回池ヶ原クロスカントリー大会が開
催され、小学生から一般まで市内外から 280人が参

長谷川雅宣作品展が開催されました

　彫刻家長谷川雅宣作品展が、10月 31日㈬から 11
月 6日㈫まで市民会館で開催されました。
　この作品展は平成 16年に市制施行 50周年記念事
業として計画されましたが、中越大震災のためやむな

さようなら市民体育館
～スポーツフェスティバルを開催

　10月 21日㈰、第 3回スポーツフェスティバルが、
来年小千谷小学校建築のため取り壊される市民体育館
で「さようなら市民体育館」と銘打ち開催されました。
このフェスティバルは、震災で被災した子どもたちを

広告
掲載欄

広告
掲載欄

有
料
広
告

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄
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まちの話題　RUPO&NEWS

小千谷学生寮50周年記念式典を開催

　10月 14日㈰、東京都杉並区にある小千谷学生寮
の創立 50周年を記念する式典がサンプラザで開かれ
ました。学生寮は、昭和 32年に「百年の計は人をつ
くるにあり」の理念で、都会で学ぶ小千谷出身の学生

駅前アーケードが完成しました
～パラソル市にぎわう

　中越大震災により被害を受けた小千谷駅前のアー
ケードの新装工事が完了し、完成を記念するパラソル
市が 10月 13日㈯に小千谷駅前で開催されました。
　会場では、新米の餅つきや、そばの大食い大会、カ

震災復興記念～亀田鵬齋展が開催されました

　江戸後期を代表する文人の 1人、亀田鵬齋の書な
どを集めた震災復興記念展覧会が 10月 27日㈯、28
日㈰の 2日間に渡りサンプラザで開催されました。
鵬齋は良寛とも親交があり、その書の愛好家も多いそ

小千谷戊辰140年祭
～火坂雅志さんが記念講演

　戊辰戦争から 140年を記念し、10月 28日㈰に市
民会館で、作家の火坂雅志さんを招き講演会が開催さ
れました。火坂さんは、武将直江兼続を主人公とした、
平成 20年ＮＨＫ大河ドラマの原作「天地人」の作者

広告掲載欄
有
料
広
告

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
掲載欄

バナー広告
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全国大会へ（スポーツ）

全
国
大
会
へ

杵
渕　

千
佳
さ
ん

　
　
　
　
　
（
東
小
千
谷
中
学
校
2
年
）

■
種
目
・
県
大
会
結
果
／
ア
ル
ペ
ン
女
子
回

転
1
位

　

最
後
ま
で
精
一
杯
自
分
の
滑
り
を
し
た

い
で
す
。

村
田　

愛
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
小
千
谷
中
学
校
3
年
）

■
種
目
・
県
大
会
結
果
／
ク
ロ
カ
ン
女
子
3

㎞
フ
リ
ー
2
位
、
3
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
7
位

女
子
選
抜
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー（
4
人
×
3
㎞
）

に
選
出

　

個
人
種
目
で
は
上
位
入
賞
を
。
リ
レ
ー
は

新
潟
県
の
8
連
覇
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

星
野　

和
孝
さ
ん

　
　
　
　
　
（
小
千
谷
中
学
校
2
年
）

■
種
目
・
県
大
会
結
果
／
ア
ル
ペ
ン
男
子
回

転
5
位

　

初
め
て
の
全
中
出
場
な
の
で
、
で
き
る
だ

け
上
位
を
狙
い
た
い
で
す
。

ス
キ
ー

　

1
月
16
日
㈬
～
18
日
㈮
に
か
け
、
南
魚
沼
市
、
十
日
町
市
で
行
わ
れ
た
県
大
会
で
5
人
の

中
学
生
が
次
の
成
績
を
納
め
、
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

第
45
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
は
2
月
1
日
㈮
～
4
日
㈪
に
か
け
て
石
川
県
白
山
市
の

白
山
白
峰
温
泉
ス
キ
ー
場
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
富　

夏
季
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
小
千
谷
中
学
校
1
年
）

■
種
目
・
県
大
会
結
果
／
ア
ル
ペ
ン
女
子
回

転
5
位

　

練
習
以
上
の
滑
り
を
大
会
で
出
し
て
き
た

い
で
す
。
思
い
っ
き
り
自
分
な
り
の
滑
り
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡　

純
哉
さ
ん

　
　
　
　
（
東
小
千
谷
中
学
校
1
年
）

■
種
目
・
県
大
会
結
果
／
ク
ロ
カ
ン
男
子
5

㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
15
位

　

全
中
で
は
自
分
の
滑
り
を
し
た
い
で
す
。



　

テ
ニ
ス

　

昨
年
12
月
16
日
㈰
、
第
19
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
新
潟
県

予
選
会
が
五
泉
市
で
開
催
さ
れ
、
千
田
中
学
校
の
国
松
貴
洋
、
新
保
洋
平
ペ
ア
が
準
優
勝
し

全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
3
月
26
日
㈬
～
28
日
㈮
に
か
け
て
三
重
県
伊
勢
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

国
松　

貴
洋
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
千
田
中
学
校
2
年
）

　

自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
、
上
位

入
賞
を
狙
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
保　

洋
平
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
千
田
中
学
校
2
年
）

　

中
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
の
全
国
大
会
な

の
で
、
落
ち
着
い
て
プ
レ
ー
し
た
い
で
す
。

水
泳

　

ス
イ
ミ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
小
千
谷
所
属
の
4
選
手
が
第
30
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
春
季
水
泳
競
技
大
会
の
参
加
標
準
記
録
を
突
破
し
、
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
3
月
27
日
㈭
～
30
日
㈰
に
か
け
て
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

野
沢　

幸
奨
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
長
岡
大
手
高
校
3
年
）

■
種
目
／
4
0
0
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

良
い
結
果
を
出
し
て
大
学
で
活
躍
で
き
る

ス
テ
ッ
プ
に
し
た
い
。

篠
田　

史
弥
さ
ん

　
　
　
　
　
（
東
小
千
谷
中
学
校
1
年
）

■
種
目
／
4
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

自
分
の
ベ
ス
ト
を
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
き
ま
す
。

諸
橋　

佳
帆
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
東
小
千
谷
小
学
校
6
年
）

■
種
目
／
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、50
ｍ
・

1
0
0
ｍ
背
泳
ぎ
、
50
ｍ
自
由
形

　

大
会
で
優
勝
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

1�    市報おぢや � 月号

篠
田　

大
夢
さ
ん

　
　
　
　
　
（
東
小
千
谷
中
学
校
3
年
）

■
種
目
／
1
0
0
ｍ
・
2
0
0
ｍ
背
泳
ぎ

　

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て

き
ま
す
。



さ
い
の
神
行
事
が
市
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た

　

1
月
13
日
㈰
、
14
日
㈷
を
中
心
に
、
市
内
各
地
で
さ
い
の
神
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
消
防
署
に
届
け
の
あ
る
も
の
だ
け
で
91
件
も
あ
り
、
ま
た
町
内
に
よ
っ
て

時
間
も
や
り
方
も
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

　

高
々
と
舞
い
上
が
る
お
ん
べ
を
雪
を
か
き
分
け
な
が
ら
追
い
か
け
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

千
谷（
新
田
）

薭
生（
下
町
）

信
濃
町

山
寺

浦
柄

片
貝

芋
坂
時
之
島

横
渡

1�



藤
田
沢

城
内

旭
町

高
畑

津
山
町

平成 2

平成 1

1�    市報おぢや２月号

お
ん
べ
取
っ
た
よ
～
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　大崩地区恒例の雪まつりが、1月13日㈰、大池ふる
さとセンターの広場で行われました。
　このまつりは一昨年あまりの大雪のため開催を断念
せざるをえませんでしたが、今年で29回目を迎えま
した。豊作を祈って山に向って矢を放つ十二講に始
まって、雪上運動会、もちつき、さいの神と参加者は
地域の行事を楽しんでいました。
　地区の公民館分館長さんは「地域を何とか盛り上げ
ていきたいという熱意でここまで続いている。これか
らも続けていきたい」と話していました。

　1月20日㈰、市民会館大ホールで県内の中学校・高
校で英語を教えるALT（英語指導助手）のみなさん
によるチャリティミュージカルが上演されました。
　この公演は、恵まれない国への支援のため 10 年前
から県内各地で続けられ、今回の収益は中越沖地震の
復興基金にも寄付されるそうです。
　約130人の観客は、ステージ上で繰り広げられる桃
太郎や犬・猿などに扮したALTの歌やダンスの熱演
に拍手を送り、楽しいひと時を過ごしました。

英語チャリティミュージカル
　　　　｢にほんのくにのアリス｣ 公演

大崩雪まつり開催

真人で ｢地域の行事食を楽しむイベント」が
開催されました

鬼は外、福は内　親子で豆まき

まちの話題　RUPO&NEWS

　2月3日㈰、真人の「田舎っぺ」で囲
い ろ り

炉裏を囲んで
地域の行事食を楽しむイベントが行われ、市内外から
17人が参加しました。真人では小正月16日の朝、餅
にしょうが味噌を塗り、囲炉裏で焼いて食べていたそ
うで、今回これを再現し真人の「ごっつぉ」と一緒に
楽しもうと企画されました。
　参加した、四国にお住まいの富士野典子さんは「と
てもおいしく、ぜひ作り方を教わりたいです」と笑顔
で話してくれました。

　2月1日㈮、節分より一足早くサンラックおぢやで
「親子で豆まき」が行われました。
　この行事は毎年、入園前の幼児と保護者を対象に行
われ、今年は86組184人が参加しました。歌や踊り、
パネルシアターなどもあり、参加者は賑やかに楽しん
でいました。
　赤鬼、青鬼が会場に入ってくると、鬼が怖くて泣き
出す姿も見られましたが、子どもたちは新聞紙を丸め
て作った「豆」を一生懸命、鬼に向かって投げていま
した。



　1月26日㈯、サンプラザで中越大震災からの復興を
目指し平成17年に定められた計画の進行状況を検証
する市民ワークショップが開催されました。
　会場では公募などによる51人の市民が、「市民生活
の復興」「産業・経済の復興」などの計画における6
つの課題ごとの班に分かれて、今後さらに力を入れて
取り組むべきことを中心に活発な意見交換を行いまし
た。ワークショップでの意見は、今後の小千谷市復興
計画の推進のために生かされます。

1�    市報おぢや � 月号

　川井地区で伝統の鳥追いの行事が行われました。新
潟県民俗学会会員のおふたりの方から、鳥追いの様子
を紹介いただきました。

　1月13日㈰、川井本田地区で鳥追いの行事が行われ
ました。川井川端、五苗、屋敷、新田地区の子どもた
ち11人が、午後6時30分過ぎに川井総合センター前
に、川井小学校の校長先生や保護者とともに集まりま
した。雪の降りしきる中、拍子木を打つ子どもを先頭
に元気に鳥追いの唄を歌いながら、五苗、屋敷、本田、
新田を回りました。例年なら、川井郵便局で引き返し
川端まで回るのですが、今年は真皿のほうまで鳥追い
唄を歌いながらどんどん進んでいきました。（金田文
夫さん寄稿）　

　同日、内ヶ巻地区でも、午後6時30分頃、子どもた
ちが内ヶ巻集落開発センターに集まり、鳥追い歌を歌
いながら集落内を回りました。「鳥追いだ鳥追いだ　
ダイロウドンの鳥追いだ　頭切ってシラ切ってオオダ
ワラにつめこんで佐渡島のお婆のヘソの下へホイホ
イ」時々吹

ふ ぶ

雪く道を、素敵な雪灯
と う ろ う

篭が照らし、沿道に
は子どもにごほうびのお菓子を渡すために待っている
人もいました。（高橋郁子さん寄稿）

魚沼神社で文化財防火訓練

小千谷市復興計画の進行状況を検証
　～市民ワークショップが開催されました

まちの話題　RUPO&NEWS

　文化財防火デーの1月26日㈯、文化財を火災などか
ら守るための防火訓練が魚沼神社で行われました。
　訓練には消防団、町内の自主防災会、神社の氏子の
みなさんなどが参加しました。
　魚沼神社には国指定重要文化財の阿弥陀堂があり、
この大切な文化財を火災から守ろうと、毎年、消防署
職員の指導のもと、訓練が行われています。
　また、この日は消火器を使った消火訓練も行われ、
参加者は雪が降りしきる中、真剣に取り組んでいま
した。

川井で鳥追いの行事
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割
に
上
が
る
方
に
つ
い
て
は
、平
成
22
年
7
月
ま
で
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）
が
「
一

　

般
」
並
み
（
外
来
1
2
0
0
0
円
、
入
院
4
4
4
0
0
円
）
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

○
自
己
負
担
割
合
が
3
割
と
な
る
方
（
現
役
並
み
所
得
者
）
の
判
定
基
準

　
　

同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の
な
か
に
住
民
税
課
税
所
得

　

   

が
1
4
5
万
円
以
上
の
所
得
者
が
い
る
方
で
、
か
つ
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
。

　
　
【
同
一
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
一
人
の
場
合
】

　
　
　

そ
の
方
の
収
入
合
計
金
額
が
3
8
3
万
円
以
上

　
　
【
同
一
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
複
数
い
る
場
合
】

　
　
　

加
入
者
全
員
の
収
入
合
計
金
額
が
5
2
0
万
円
以
上

Ｑ　

住
所
を
移
し
た
場
合
、
保
険
証
は
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
か
？

Ａ　

入
院
や
通
常
の
転
出
を
す
る
場
合
は
、保
険
証
の
取
り
扱
い
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
《
ケ
ー
ス
1
》
入
院
な
ど
の
た
め
県
内
の
他
市
町
村
の
施
設
に
住
所
を
移
し
た
場
合
。

　
　

住
民
票
の
異
動
に
伴
い
、
新
た
に
住
所
を
移
し
た
市
町
村
の
窓
口
で
保
険
証
の
発
行

　

な
ど
の
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
《
ケ
ー
ス
2
》
入
院
な
ど
の
た
め
県
外
の
施
設
に
住
所
を
移
し
た
場
合
。

　
　

県
外
の
施
設
に
転
出
す
る
場
合
は
、
住
所
地
特
例
制
度
に
よ
り
前
住
所
地
の
広
域
連

　

合
の
加
入
者
資
格
を
引
き
継
ぎ
ま
す
の
で
、
保
険
証
は
転
出
前
の
市
町
村
が
作
成
し
、

　

お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

　
《
ケ
ー
ス
3
》
県
内
お
よ
び
県
外
へ
の
通
常
の
転
出
の
場
合
。

　
　

住
民
票
の
異
動
に
伴
い
、
新
た
に
住
所
を
移
し
た
市
町
村
の
窓
口
で
保
険
証
の
発
行

　

な
ど
の
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
県
外
に
転
出
す
る
場
合
は
、
他

　

県
広
域
連
合
の
運
営
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

　

で
、
保
険
料
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

不
要
に
な
っ
た
保
険
証
や
老
人
受
給
者
証
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

Ａ　

3
月
31
日
ま
で
は
、
現
在
の
保
険
証
や
老
人
受
給
者
証
を
使
用
し
、
4
月
1
日
以   

　

降
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
使
用
し
ま
す
。

　
【
現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
】

　
　

平
成
20
年
4
月
1
日
以
降
、
不
要
に
な
っ
た
保
険
証
や
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

　

に
つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す
が
市
民
生
活
課
の
窓
口
ま
た
は
片
貝
支
所
・
各
連
絡
所
、

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
ん
パ
ー
ク
の
い
ず
れ
か
に
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
現
在
、
社
会
保
険
な
ど
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入
し
て
い
る
方
】

　
　

加
入
し
て
い
る
保
険
に
よ
っ
て
保
険
証
の
取
扱
い
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
加
入
保
険

　

者
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
保
険
年
金
係
�
83
・
3
5
0
9

平
成
20
年
4
月
か
ら
は
じ
ま
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
」
っ
て
？
（
第
7
回
）

　

75
歳
以
上
の
方
の
医
療
保
険
制
度
が
、
4
月
１
日
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
と

し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を
Ｑ
＆
Ａ
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
き

ま
す
。
今
回
は
、「
保
険
証
に
つ
い
て
」
で
す
。

Ｑ　

保
険
証
は
新
し
く
な
る
の
で
す
か
？

Ａ　

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
方
は
、
保
険
証
が

　

新
し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
住
所
の
あ
る
市
町
村
か
ら
３
月
下
旬
に
送
付

　

さ
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
4
月
１
日
か
ら
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
20    

 
年
4
月
以
降
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、誕
生
日
前
日
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

　

ど
ち
ら
の
場
合
も
交
付
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

▽
加
入
者
一
人
に
1
枚
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
減
額
認
定
証
は
、
保
険
証
に

　

同
封
し
て
対
象
者
だ
け
に
送
付
し
ま
す
。）
▽
保
険
証
の
有
効
期
間
は
、
毎
年
7
月
31

　
日
ま
で
（
１
年
間
）
で
す
。
平
成
20
年
度
の
制
度
開
始
時
だ
け
は
、
4
月
1
日
か 

   

ら
7
月
31
日
の
4
か
月
間
と
な
り
ま
す
。
▽
保
険
証
の
記
載
内
容
に
間
違
い
が
あ
っ
た  

　

り
、
保
険
証
を
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
に
は
市
民
生
活
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。　

　

▽
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

▽
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
り
、
住
所
を
移
し
た
り
し
た
場
合
は
、
市
民
生
活
課
に
届
け

　

出
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
と
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
も
の
は
変

　

わ
り
ま
す
か
？

Ａ　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
は
、
新
し
く
送
付
さ
れ
る
保
険
証
1
枚
を
提
示
し
て
く

　

だ
さ
い
。（
減
額
認
定
証
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
保
険
証
と
一

　

緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

▽
現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
使
用
で
き
な
く
な
り
、
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
（
白

　

色
）
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
▽
保
険
証
に
は
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
自
己
負
担
割

　

合
（
1
割
ま
た
は
3
割
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
《
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合
の
判
定
に
つ
い
て
》

　
　

平
成
20
年
4
月
か
ら
7
月
31
日
ま
で
は
現
在
の
自
己
負
担
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

平
成
20
年
8
月
1
日
か
ら
の
現
役
並
み
所
得
者
（
自
己
負
担
割
合
が
3
割
）
の
判
定

　

に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
の
と
お
り
で
す
。
判
定
の
結
果
、
負
担
割
合
が
1
割
か
ら
3



　

お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
こ
と
を
も
う
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

は
、
大
震
災
に
遭あ

っ
た
小
千
谷
市
の
復
興
を

応
援
す
る
た
め
に
、
小
千
谷
の
優
良
商
品
を

購
入
い
た
だ
い
た
り
、
小
千
谷
と
の
交
流
を

続
け
た
り
す
る
こ
と
に
賛
同
く
だ
さ
る
方
々

の
こ
と
で
す
。
会
員
の
方
に
は
、
今
後
、
小

千
谷
の
い
ろ
い
ろ
を
逐ち

く
じ次

お
伝
え
し
て
行
き

ま
す
。
こ
の
事
業
の
運
営
事
務
局
は
サ
ン
プ

ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
、
全
国
に
向
け
て
会
員
募
集
の
呼

び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。第
一
次
の
募
集
は
、

大
震
災
時
、
日
本
各
地
か
ら
救
援
に
駆
け
つ

け
て
下
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
お

願
い
し
、
す
で
に
1
4
0
0
人
以
上
の
方
が

会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。中
に
は
、

震
災
後
の
慰
問
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
埼
玉
県

の
女
性
合
唱
団
の
よ
う
に
、
73
名
の
方
々
が

こ
ぞ
っ
て
加
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
心
温
ま
る

例
も
あ
り
ま
す
。
不
幸
な
震
災
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
小
千
谷
市
民
と
の
新
た
な
絆き

ず
なが
生

ま
れ
た
貴
重
な
例
で
し
ょ
う
。

　

実
際
、
同
じ
よ
う
な
事
業
を
し
て
い
る
地

域
は
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
ぢ
や

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
、
事
業
と
し
て
成
り
立
つ

こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
小
千
谷
が
他
の
地
域
に
負
け
な
い
方

法
が
一
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
を
売
り
込
む
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。
会
員
募
集
に
協
力
く
だ

さ
る
市
民
の
方
に
は
、
手
紙
や
は
が
き
に
貼

る
シ
ー
ル
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
可

能
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
、
今
年
は
市
外
の
知
人
に
宛
て
た
年
賀

状
に
会
員
登
録
お
願
い
の
文
章
を
書
き
加
え

て
み
ま
し
た
。
会
員
登
録
は
、電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
手
紙
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
何
で

で
も
で
き
ま
す
。
3
万
人
を
超
え
る
セ
ー
ル

ス
マ
ン
が
い
る
新
し
い
会
社
が
小
千
谷
に
で

き
た
と
思
う
と
、
将
来
が
楽
し
み
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
井　

靖
夫
）

おぢやファンクラブ会員募集シール
です。手紙やはがきに貼ってご利用
いただけます。

�1    市報おぢや � 月号

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す 

⑾

　
「
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
親
戚
、
友
人
、
知
人
な
ど
に
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

　

入
会
申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏
名
と
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

o
jiyafan

.co
m
/

）
か
ら
も
会
員
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

■
会
員
特
典
／

　

▽
小
千
谷
地
域
の
復
興
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
小
千
谷
の
物
産
カ

　
　

タ
ロ
グ
を
定
期
的
に
送
付
し
ま
す
。

　

▽
お
ぢ
や
ま
つ
り
花
火
大
会
の
観
覧
席
へ
招
待
し
ま
す
。
応
募
多
数

　
　

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

▽
小
千
谷
の
観
光
案
内
を
利
用
で
き
ま
す
。
観
光
コ
ー
ス
を
ガ
イ
ド

　
　

が
案
内
し
ま
す
。

　

▽
推
奨
品
な
ど
の
モ
ニ
タ
ー
に
な
れ
ま
す
。

　

▽
購
入
品
送
料
の
割
引
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

■
入
会
金
・
年
会
費
無
料

■
会
員
募
集
シ
ー
ル
／

　

会
員
募
集
シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

▽
配
布
場
所
：
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
・
商
工
観
光
課
、
市
民
会
館
、

　
　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
片
貝
支
所
、
各
連
絡
所
、
サ
ン
プ
ラ
ザ

　

▽
会
員
募
集
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他
／
小
千
谷
を
セ
ー
ル
ス
す
る
う
え
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
意
見

　

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
事
務
局
・
問
い
合
わ
せ
／

　

財
団
法
人
小
千
谷
市
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
）

　
　

〠
9
4
7
︲
0
0
2
8　

小
千
谷
市
城
内
1
︲
8
︲
25　
　
　

　
　

�
83
・
4
8
0
0　

�
82
・
1
3
3
0

お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

会
員
を
募
集
中
で
す
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乳幼児健診、予防接種の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。

■番号札配布開始時間　午前中に開催の場合：午前8時30分～、午後に開催の場合：正午～

４か月児健康診査

■日時／ 3月5日㈬午後1時～
　1時10分受付
■対象／平成19年10月生まれ
■持ち物／バスタオル､ 母子健
　康手帳、替え用のオムツ
■その他／離乳食講習会を同時実施

10か月児健康診査

■日時／ 3月6日㈭午後1時～ 1時10分受付
■対象／平成19年4月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、替え用のオムツ
■その他／離乳食後期の講習会を同時実施

１歳６か月児健康診査

■日時／ 3月13日㈭午後1時～ 1時20分受付
■対象／平成18月8月生まれ
■持ち物／母子健康手帳　
■その他／歯科検診を同時に行いますので、歯を
　みがいて来てください。

２歳児歯科検診

■日時／ 3月14日㈮午前9時～ 9時10分受付
■対象／平成18年2月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、お子さ
　んのハブラシ 
■その他／幼児食講習会と歯科衛
　生士によるブラッシング指導が
　あります。歯をみがいて来てく
　ださい。

３歳児健康診査

■日時／ 3月12日㈬午後1時～ 1時20分受付
■対象／平成17年2月生まれ
■持ち物／目と耳のアンケート、生活習慣アンケ
　ート、採尿した容器、母子健康手帳 
■その他／歯科検診も同時に行います。歯をみが
　いて来てください。

＊発熱など、普段と違う症状のあるお子さんは、

　翌月の健診日においでください。

　　

心の健康相談
　心が沈みがち、元気が出ない 、眠れない、ア
ルコール依存､ 家庭内暴力などでお困りの方の相
談を精神科医師がお受けします。
■日時／ 3月14日㈮午後1時30分～ 3時
■会場／健康センター
■申込締切／ 3月13日㈭

3月の予定
問い合わせ・申し込みは健康センターへ　� 83-3640

献血バスゆうあい号の日程
　みなさんのご協力をお願いします。
全血献血
■期日／ 3月4日㈫
▽時間・会場／午前10時～ 11時、　
　日本ベアリング㈱桜町工場
▽時間・会場／午後1時30分～ 4時、
　パナソニックコミュニケーションズ㈱
■期日／ 3月28日㈮
▽時間・会場／午前10時～午後3時30分、日本
　ベアリング㈱

ＡＡグループミーティング
　アルコール依存を正しく理解し、互いに話し合
うことで断酒継続をしています。
■対象者／アルコール依存やお酒で体調をこわし
　ている方、家族、友人 
■日時／毎週水・金曜日 午後7時30分～ 9時
■会場／健康センター

うぶごえ教室
■日時／ 3月13日㈭　午前9時～正午
■対象／妊婦、1歳未満のこどもの母親など
■会場／健康センター
■内容／母乳育児と妊娠中・産後の過ごし方、料
　理実習、会食交流会
■持ち物／母子健康手帳、エプロン、三角布、お
　子さんの離乳食
■無料
■申込／ 3月10日㈪まで。お子さん、ご夫婦一
　緒でも参加できます。

健康相談・健康診査

乳幼児の健康診査
会場は健康センターです



防災ベビーファースト運動・料理

��    市報おぢや � 月号

作ってね！この料理
小松菜とホタテのみそ煮

■材料（4人分）
　小松菜400㌘　ホタテ（缶詰）100㌘　玉ねぎ400
　㌘　ホールコーン缶60㌘　みそ大さじ2　酒大さじ
　1と²⁄₃　水1カップ
■作り方
　①小松菜は3㎝長さに切り、軸と葉に分ける。玉ね　
　ぎは薄切りにする。
　②鍋に小松菜の軸、玉ねぎ、ホタテの缶汁、酒、水を
　　入れてひと煮し、小松菜の葉とみりんを加える。
　③ホタテ、みそ、コーンを加えてひと煮する。
■栄養価（1人分）
　エネルギー 108㌔㌍　たんぱく質8.4㌘　脂質0.9㌘
　塩分1.3㌘　
　
　　　　　　（調理：小千谷市食生活改善推進委員）

　子育てしやすく、暮らしやすいまちづくりをめざし、妊産婦や乳児連れの保護者に対して、社会や地域
全体で思いやりの気持ちを持って子育てを応援しようというのが、このベビー・ファースト運動です。市
内の事業所などを中心に運動を進めています。実際に市内の事業所において取組み始めていただいていま
すのでご紹介します。
　事業所における取り組みのほかに、対象者周辺での喫煙の自粛、地域でのあたたかい見守りや声かけな
どやさしい環境づくりにみなさんのご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ／健康センター� 83-3640

優先レジでお買い物
（市内スーパー）

優先駐車スペース
（市内スーパー）

優先レジ（市内スーパー）

ベビー・ファースト運動推進中
思いやりの



��

復興基金事業　　お知らせ

事業区分・事業主体 補償対象事業 事業内容・補償対象経費 採択要件

被災地などで開催する
地域イベントなど

【実施主体】
地域住民などで構成す
る団体または実行委員
会方式で実施するもの

⑴観光復興イベント 被災地などで開催され
る観光復興イベント
▽会場設営費、機器借上
料、出演料、謝礼、旅費、
運搬料、企画運営費な
ど、この事業を実施する
のに必要な経費

【採択要件】
下記①～④をすべて満た
すものであること。

①2か年以上にわたり継続
実施されるもの
②事業計画の中に自主財
源が示されているもの
③経済効果・誘客効果が
認められるもの
④全国へのアピール効果
が期待されるもの

【補助回数・期間】
１団体各年度で１回とし
平成23年度まで補助する。

⑵観光復興宣伝 地域が観光復興のため
に行なう誘客宣伝活動
▽広告出稿料、掲出料、
放送料、制作費、宣伝資
料作成・配布経費など、
この事業を実施するの
に必要な経費

⑶二次交通アクセス
支援

被災地などでの二次交
通アクセス向上に向け
た取り組み
▽車輌借上料、企画運営
費など、この事業を実施
するのに必要な経費

⑷その他観光復興に
かかる事業

その他観光復興にかか
る事業
▽観光復興に対する取
り組みに必要な経費

全県を対象としたキャ
ンペーン

【実施主体】
全県を対象とした事業
の実施が可能な観光関
係団体

⑴誘客キャンペーン ①マスメディアなどを
活用した広告宣伝
▽広告出稿料、掲出料、
制作費など、この事業を
実施するのに必要な経
費

②消費者に対する誘客
活動や旅行会社、マスコ
ミなどに対する PR 活
動
▽宣伝資料作成・配付経
費など、この事業を実施
するのに必要な経費

③イベント出展、観光宣
伝キャラバンの実施
▽会場設営費、機器借上
料、出演料、謝礼、旅費、
運搬料、企画運営費な
ど、この事業を実施する
のに必要な経費

【採択要件】
本県全体の誘客数を増加
させるための事業である
こと。

【補助回数・期間】
１団体各年度で１回とし
３か年度を限度に補助す
る。（ た だ し、 平 成21年
度まで）

※国際風評被害対策とし
て行う左記の事業も補助
対象事業とする。

⑵商品製造・送客促進 ①旅行会社などが行な
う本県向け旅行商品開
発や販売促進活動など
への費用助成
▽費用助成に要する経
費

②本県向け送客実績に
応じた旅行会社への奨
励金の交付
▽奨励金交付に要する
経費

(3) その他観光復興に
かかる事業

その他観光復興に対す
る事業
▽観光復興に対する取
り組みに必要な経費

■申請・問い合わせ／
　●商工観光課　� 83-3512 � 83-0871
　●㈶新潟県中越沖地震復興基金事務局
　　新潟市中央区新光町 4 番地１（新潟県震災復興支援課内）
　　� 025-280-5127 � 025-280-5709 ホームページ http://www.chuetu-oki-kikin.jp

新
潟
県
中
越
沖
地
震
復
興
基
金

「
観
光
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
」
事
業

新
潟
県
中
越
沖
地
震
復
興
基
金
に
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

中
越
沖
地
震
復
興
基
金
の
事
業
年
度
は
10
月
～
翌
年
9
月
と
な
り
ま
す
。

中
越
大
震
災
復
興
基
金
と
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



Information　　復興基金事業・防災

防
災
情
報
メ
モ　

№
3
【
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
注
意
】

■
屋
根
の
雪
下
ろ
し
時
の
転
落
は
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

十
分
に
気
を
つ
け
て
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
用
心
そ
の
1

　

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
の
取
り
扱
い
に
ご
用
心
！

　
・
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
小
回
り
の
き
く
、

　
　

小
さ
い
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

▽
用
心
そ
の
2

　

除
雪
済
み
の
硬
い
地
面
に
ご
用
心
！

　

・
転
落
に
よ
る
重
大
事
故
は
、
除
雪
済
み
の
硬
い
と
こ
ろ
に
頭
を
打

　
　

ち
付
け
る
場
合
が
多
い
の
で
、
地
面
の
雪
の
た
ま
り
具
合
を
確
か

　
　

め
ま
し
ょ
う
。

▽
用
心
そ
の
3

　

高
齢
者
は
経
験
と
体
力
の
過
信
に
ご
用
心
！

　

・
若
い
時
の
記
憶
と
体
力
の
感
覚
は
、
現
在
と
違
う
の
で
注
意
し
ま

　
　

し
ょ
う
。

▽
そ
の
他
の
注
意
事
項

　

・
強
風
や
大
雪
な
ど
の
悪
天
候
時
に
は
作
業
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

・
お
酒
を
飲
ん
で
の
作
業
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

・
暖
か
い
服
装
で
、
休
憩
時
間
を
確
保
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

・
明
る
い
時
間
帯
に
2
人
以
上
で
行
い
、
作
業
中
は
声
を
掛
け
合
う
な
ど

　
　

お
互
い
に
見
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
足
場
を
し
っ
か
り
確
保
し
、
雪
は
20
㎝
ほ
ど
残
し
て
下
ろ
す
よ
う
に
し

　
　

ま
し
ょ
う
。(

下
ろ
し
す
ぎ
る
と
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。)

　

・
長
靴
に
滑
り
止
め
や
か
ん
じ
き
の
装
着
な
ど
、
安
全
管
理
を
徹
底
し
ま

　
　

し
ょ
う
。

　

・
雪
止
め
の
な
い
屋
根
や
自
然
落
下
式
な
ど
の
屋
根
に
は
上
が
ら
な
い
よ

　
　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
雪
止
め
よ
り
先
で
は
作
業
を
し
な
い
な
ど
軒
先
に
あ
ま
り
近
づ
か
な

　
　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
屋
根
の
下
の
通
行
人
（
特
に
お
年
寄
り
や
子
ど
も
）
に
十
分
注
意
し
な

　
　

が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
防
災
係　

�
83
・
3
5
0
6

　 　

　中越大震災復興基金の中で、今年 2 月末で事業
を終了するものは、次のとおりです。申請もれなど
がないかご確認ください。
●農林水産業対策事業（農林課� 83-3510）　
　▽畜産経営復興総合支援（緊急避難家畜管理支援）
　▽畜産経営復興総合支援（畜産廃棄物処理経費補
　助）▽代替農地等営農継続支援
●被災者生活支援対策事業　　
　▽情報通信基盤施設復旧・整備（総務課� 83-
　3506）▽障がい者生活再建支援（健康福祉課�
　83-3517）▽社会福祉施設等災害復旧支援（健
　康福祉課� 83-3517・高齢福祉課� 83-4060）
　▽医療施設等災害復旧支援（健康センター� 83-
　3640）
●教育文化対策（学校教育課� 83-3519）
　▽私立学校施設設備災害復旧支援
■問い合わせ／
　㈶新潟県中越大震災復興基金事務局
　新潟市中央区新光町 4 番地１（新潟県震災復興
　支援課内）
　� 025-280-5767 � 025-280-5709
　ホームページ：http://www.chuetu-kikin.jp

　㈳土木学会が主催する「活褶
しゅうきょく

曲帯における地震被
害復興支援シンポジウム」が開催されます。
■日時／ 3月1日㈯午後1時～ 5時
■会場／ホテルニューオータニ長岡　ＮＣホール
　（ＪＲ長岡駅東口　徒歩１分）
■内容／平成16年新潟県中
　越地震で発生した事象とそ
　の後の復興への取り組みに
　ついて、地震減災への提言
　を念頭においた基調講演と
　総合討論を行います。
　※詳細は学会ホームページ
　　（http://www.active-folding.com）でもご覧
　　いただけます。
■参加無料
■定員：350人
■事前申込不要（当日先着順）
■問い合わせ／㈳土木学会　
　�03-5452-6149�03-5452-6150

地震被害復興支援シンポジウム

震災復興の最終章に向けて

～ 2004年新潟県中越地震の教訓に
　もとづく地震減災への提言～

「新潟県中越大震災復興基金」
事業終了のお知らせ

��    市報おぢや２月号



��

　児童手当2月期分（平成19年10月
～平成20年1月分）を、2月15日㈮
に受給者指定の各金融機関口座に振
り込みます｡
※児童手当を特例給付で受給されて
いる方で、厚生年
金や共済組合など
の被用者年金に加
入している事業所
を 退 職 し た 方 は、
届 出 が 必 要 で す。
届出が遅れると返
納していただく場合があります。
●今まで所得制限などにより児童
手当を受給できなかった方も、該当
になる場合もありますので、お早め
に市民生活課で手続きをしてくだ
さい。

　ボランティアグ
ループによる 3 月
のおはなし会です。
■毎週火曜日　
　午後 3 時 30 分
　～ 4 時
　3 月 4 日、11 日、18 日、25 日
■第3日曜日　午後2時～ 2時30分
　3月16日
■会場／図書館1階おはなしの部屋

３月のおはなし会

図書館　� 82-2724

児童手当を振り込みます
市民生活課　� 83-3509

暮らし・講習・税　　お知らせ

　市議会第 1 回定例会の日程をお知らせします。
■日時／（委員会は予定）
　▽本会議（第１日）2 月 26 日㈫午前 10 時～　議案上程説明
　▽三常任委員会連合審査会
　　2 月 27 日㈬、28 日㈭、29 日㈮いずれも午前 9 時 30 分～
　▽総務文教委員会　3 月   3 日㈪午前 9 時 30 分～
　▽社会土木委員会　3 月   4 日㈫午前 9 時 30 分～
　▽産業経済委員会　3 月   6 日㈭午前 9 時 30 分～
　▽本会議（第２日）3 月 13 日㈭午前 10 時～　一般質問
　▽本会議（予備日）3 月 14 日㈮午前 10 時～　一般質問
　　（質問者が多い場合に開催）
　▽本会議（最終日）3 月 18 日㈫午前 10 時～　委員長報告、採決
■場所／市役所議場（各委員会は大会議室）
■傍聴できます。（本会議を団体で傍聴される場合や委員会の傍聴に
　ついては、あらかじめ議会事務局に問い合わせください。）
■問い合わせ／議会事務局� 83-3505

市議会第1回定例会日程

　消防法施行規則第2条の3に定める甲種防火管理再講習を開催しま
す。該当者は必ず受講してください。
■日時／ 3月3日㈪　午前8時20分～正午
■会場／小千谷地域消防本部(城内3-1-9)
■受講料／ 1,365円(テキスト代)
■定員／ 40人
■対象者／消防法施行令に定める収容人員が
　300人以上の防火対象物の防火管理者で、
　以下の条件に該当される方。
　▽防火管理者に選任された日から4年以上前に講習を修了された方。
　▽防火管理者に選任された日から4年以内に講習を修了された方　
　　は講習修了日から5年以内に受講して下さい。
　※いずれも以降5年以内ごとに、講習を受講しなければなりません。
■申込／証明用写真(縦2.5cm×横2.0cm)を2枚持参のうえ、消防本
　部予防課へ。
■申込期間／ 2月10日㈰～ 25日㈪
■問い合わせ／消防本部予防課�83-0238

甲種防火管理再講習

市税などの納付は
安全・確実な口座振替が便利です

この社会　あなたの税が　生きている

口座振替納付は手数料が不要で、納付に行く必要や納付忘れの心配もありません。
市内の金融機関やゆうちょ銀行（郵便局）での手続きができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ／税務課� 83-3508

第32回おぢや風船一揆

2月23日㈯～ 24日㈰開催



問　題　メタボリッ
クシンドロームにな
ると心疾患などの発
症の危険性が増すと
いわれています。さ
て、発症の危険性は何
倍になるといわれているでしょうか。
　①約16倍　②約26倍　③約36倍
　（ヒントは8ページ）
応募先　〒947-8501小千谷市役所総　
　　　務課広報広聴係あて（住所不要）
締　切　2月22日㈮（当日消印有効）
　1月号の答えは、③4組でした。
　抽選の結果次の方が当選しました。
　　安達信子さん、高橋和希さん　
　　山本寿美子さん

人口と世帯数（1月31日現在）

男 19,750人 前月比 －  9 出生26人

女 20,281人 前月比 －  5 死亡46人

合計 40,031人 前月比 －14 転入64人

世帯数 12,379世帯 前月比 ＋  8 転出58人

事故発生状況（1月31日現在）

20年1月 19年1月

件数   12件   16件

死者     0人     0人

傷者   16人   19人

消防本部出動状況（1月31日現在）

20年1月 19年1月

火災        1件        2件

救急      95件    125件

気象データ1月

20年1月 過去10年の平均

平均気温      0.8℃      1.1℃

最高気温    11.1℃      9.3℃

最低気温   －5.2℃   －6.1℃

降水量月計  332.0㎜  343.0㎜

小千谷地域消防本部速報値

　

Information　　募集・講座・イベント

��    市報おぢや � 月号

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

市税等の納期限

■2月29日㈮
■国民健康保険税
　（2月分）
　介護保険料
　（2月分）

お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り

　

ゴ
リ
ラ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
お
ひ

な
さ
ま
づ
く
り
で
す
。
家
族
で
お

ひ
な
さ
ま
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
2
月
23
日
㈯
午
前
10
時

　

～
正
午

■
会
場
／
市
民
会
館
2
階
和
室

■
対
象
／
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
ど

　

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
定
員
／
先
着
30
人

■
材
料
費
／
一
人
3
0
0
円

　
（
当
日
徴
収
）

■
持
ち
物
／
は
さ
み
、
の
り

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／

　

市
民
会
館
�
82
・
9
1
1
1

　信濃川テクノプラザでは、これからパソコンを
始めたい方やワード・エクセルの基礎知識を学び
たい方を対象に講座を開講ます。お気軽にご参加
ください。会場は信濃川テクノプラザです。
　また、教室を無料で開放しパソコンを自由に使
用できる日がありますので、パソコン関連の疑問などがありましたら、
お気軽にご相談ください。
■有料講座／
　◎ワード基礎講座（ワープロソフト ｢ワード｣ の基本操作）
　　　開講日：2月21日㈭、25日㈪、28日㈭　
　　　※申込期限　2月15日㈮
　◎エクセル基礎講座（表計算ソフト ｢エクセル｣ の基本操作）
　　　開講日：3月10日㈪、13日㈭、17日㈪
　　　※申込期限　2月29日㈮
　◎開講時間（各講座共通）／午後の部：午後1時30分～ 3時30分
　　夜間の部：午後7時～ 9時
　◎受講料（各講座共通）／一般：7,560円(税込・テキスト代別）　
　　会員：6,300円(税込・テキスト代別）
      ※会員登録は年間500円です。各種講座情報をメールにてお知 
　　　  らせします。
■教室無料開放／
　◎開放日：2月16日㈯・23日㈯
　◎開放時間：午前10時～正午、午後1時30分～ 3時30分
■問い合わせ／信濃川テクノプラザ　�82-8282�82-8787

パソコン「ワード・エクセル」基礎講座
いきいき県民カレッジ

小千谷学生寮入寮生募集

　平成20年度の小千谷学生寮入寮生を募集します。
■所在地／東京都杉並区井草4丁目16番23号
　（西武新宿線井荻駅下車徒歩10分）
■寮費／月額65,500円（光熱水費含む）
　▽２食付き（日曜除く）▽１人１室▽浴室共用（毎日入浴可）
■敷金／ 65,500円（退寮の際返還）
■申込／入寮を希望する方は、3月11日㈫までにお申し込みください。
　入寮願書は学校教育課と市内の各高等学校にあります。
■問い合わせ／学校教育課�83-3519
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小千谷を描く  No. ３３７ 千谷川（二）にて

　「爆弾低気圧ってな物
ぶ っ そ う

騒なんがでて、小千谷もどんげに荒
あ

っどかと思ったども、
それほどでも無くてよかったのし」これが朝のごみだしの時に会った町内のお
父さんのあいさつでした。私は雪降りの間の小止みの時をねらって千谷川の高
台から信濃川と金倉山の方面を見てスケッチをしました。雪の中の暮らしはき
びしいですが、それだけにやがてくる春の温

ぬ く

みが嬉しく感じられるのでしょう。
　はよ、ふきのとうの香りを刻んだ味噌汁が呑

の

みたいな。
（絵と文は西脇正久さん）

　

今
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ス

キ
ー
な
ど
の
競
技
で
小
千
谷
の
子
ど

も
た
ち
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

一
生
懸
命
練
習
を
重
ね
て
き
た
選
手

た
ち
が
、
全
国
大
会
の
舞
台
で
実
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
み
ん
な
で
応
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
市
内
で
も
風
船
一
揆
や

ス
キ
ー
大
会
な
ど
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
ま
す
。
み
ん

な
で
小
千
谷
の
冬
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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表　
　

紙

　

1
月
20
日
㈰
、
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ

や
で
、社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
市

民
ふ
れ
あ
い
交
流
」
が
開
催
さ
れ
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ま
ゆ
玉
づ
く
り
や
、

羽
根
つ
き
な
ど
の
昔
あ
そ
び
コ
ー

ナ
ー
、
駄
菓
子
屋
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ゆ
玉
づ
く
り
で
は
親
子
連
れ
が

「
だ
ん
ご
の
木
」
に
思
い
思
い
の
飾

り
を
つ
け
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
来

場
者
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。


